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私
た
ち
の
郷
土
の
歴
史
を
学
ぶ
高

梁
歴
史
い
ろ
は
塾
」
を
毎
月
１
回
開

催
し
て
い
ま
す
。

　
1
月
の
テ
ー
マ
は
「
備
中
神
楽
を

知
る
」
で
す
。

　

川
上
町
備
中
神
楽
保
存
会
の
会

長・妹
尾
賢
治
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、

備
中
神
楽
に
つ
い
て
、
そ
の
歴
史
や

魅
力
、
伝
承
活
動
な
ど
を
分
か
り
や

す
く
学
び
ま
す
。

▼
日
時
…
平
成
25
年
1
月
19
日
㈯

午
前
10
時
～
午
前
11
時
30
分

▼
会
場
…
川
上
総
合
学
習
セ
ン
タ
ー

▼
参
加
費
…
無
料

▼
申
込
み
期
限
…
1
月
11
日
㈮

　
今
後
は
、
２
月
16
日
㈯
「
城
下
町

を
舞
台
と
し
た
板
倉
勝
静
と
山
田
方

谷
の
事
跡
」、
３
月
９
日
㈯
「
備
中

松
山
城
の
中
世
を
歩
く
」
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

歴
史
ま
ち
づ
く
り
課
（
☎
�

０
２
５
７
）
ま
た
は
、
社
会
教
育
課

（
☎
�
１
５
１
６
）

 
高
梁
歴
史
い
ろ
は
塾

備
中
神
楽
の
歴
史
・
魅
力
を
学
ぼ
う

遊びにおいでよ！ ゆう・ゆうひろば
オープンスペース　毎週金曜日

　　　　　　　　　　 午前10時～11時30分

　　　　　11日 「親子でふれ合い遊びをしよう」
　　　　　18日 「赤ちゃんタイム」
　　　　　25日 「寒いの寒いのとんでいけ」

場  所 子育て支援センター
   　    （順正高等看護福祉専門学校２号棟）

子育て支援センター（☎�２４５０）
　子ども課（☎�０２８８）　就学前の子どもたちと保護者の交流の場

サロン 毎週月～金曜日（祝日除く） 
        　午前10時～午後４時

１月

 

岡
山
県
最
低
賃
金

最
低
賃
金
額
以
上
に
な
っ
て
い
ま
す
か

　
県
内
の
働
く
す
べ
て
の
人
に
適
用

さ
れ
る
最
低
賃
金
が
、
平
成
24
年
10

月
24
日
か
ら
６
９
１
円
（
時
間
額
）

に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　
賃
金
は
、
最
低
賃
金
法
に
基
づ
き

国
が
最
低
額
を
定
め
、
事
業
主
は
そ

の
最
低
賃
金
額
以
上
の
賃
金
を
労
働

者
に
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
決

ま
り
に
な
っ
て
い
ま
す
。

岡
山
労
働
局
賃
金
室
（
☎
０
８
６

―
２
２
５
―
２
０
１
４
）

総合文化会館（☎�1040）　休館日 毎週火曜日

第22回 高梁コーラスフェスティバル
市内外のコーラスグループの歌声をお届けします。

日　　時：平成25年１月27日㈰
　　　　　午後０時30分開演（正午開場）
入 場 料：無料

歴史美術館（☎�0180）　休館日 毎週火曜日

岡山におけるさまざまな現代美術表現の「今」の
姿を紹介する企画展です。今回は「風景」をテー
マとして岡山県ゆかりの現代作家10人をご紹介しま
す。

　会　　期：12月24日㈪まで
　開館時間：午前９時～午後５時
　　　　　　　（入館は午後４時30分まで）　
　入 館 料：無料

成羽美術館（☎�4455）　休館日 毎週月曜日（月曜日が祝日の場合は翌日の火曜日が休館）　

児島虎次郎を偲
しの

ぶ絵画展 
日時： 平成25年1月6日㈰～2月3日㈰
内容�：高梁市内の小中学校から寄せられた児童
生徒の作品から、約200点を展示します。

　　�　各学年から1点の ｢児島賞｣ など受賞作品
を選び表彰します。

企画展 アートの今・岡山2012
- 風景をこえて -

 

小
規
模
工
事（
修
繕
）契
約
希
望
者

 

登
録
・
更
新
を
お
忘
れ
な
く

　
市
が
発
注
す
る
30
万
円
未
満
の
軽

易
な
修
繕
工
事
に
つ
い
て
、
市
内
の

小
規
模
事
業
者
の
受
注
機
会
の
拡
大

を
図
る
た
め
、
契
約
希
望
者
を
名
簿

に
登
録
し
、
業
者
選
定
の
際
に
活
用

し
て
い
ま
す
。

　
平
成
25
・
26
年
度
分
の
新
規
登
録
・

更
新
を
希
望
す
る
人
は
、
登
録
申
請

書
に
必
要
書
類
を
添
え
て
、
監
理
課

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
（
更
新
は
平

成
23
年
１
月
に
登
録
申
請
し
た
人
が

対
象
）。

　
な
お
、
申
請
の
受
け
付
け
は
持
参

に
限
り
ま
す
。

※
登
録
申
請
書
は
監
理
課
、
各
地
域

局
に
備
え
て
あ
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。

▼
受
付
期
間
…
平
成
25
年
１
月
４
日

㈮
～
31
日
㈭
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日

を
除
く
）

▼
登
録
で
き
る
業
種
…
「
大
工
」「
左

官
」「
石
」「
電
気
」「
管
」「
タ
イ
ル・

れ
ん
が
・
ブ
ロ
ッ
ク
」「
板
金
」「
ガ

ラ
ス
」「
塗
装
」「
防
水
」「
内
装
仕
上
」

「
機
械
器
具
設
置
」「
熱
絶
縁
」「
電

気
通
信
」「
造
園
」「
建
具
」
工
事
の

中
か
ら
２
業
種
ま
で

▼
登
録
の
有
効
期
間
…
平
成
25
年
４

月
１
日
～
平
成
27
年
３
月
31
日
（
２

年
間
）監

理
課
（
☎
�
０
２
３
５
）

 

近
代
化
資
金
利
子
補
給
制
度

 

中
小
企
業
の
設
備
投
資
を
サ
ポ
ー
ト

　
市
は
、
中
小
企
業
の
振
興
を
図
る

た
め
、
制
度
融
資
に
対
す
る
利
子
補

給
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▼
対
象
…
①
国
・
県
が
、
中
小
企
業

設
備
近
代
化
、
ま
た
は
高
度
化
を
促

進
す
る
た
め
に
実
施
し
て
い
る
融
資

で
あ
る
②
資
本
額
、
ま
た
は
出
資
の

総
額
が
３
０
０
０
万
円
以
下
の
法
人

で
、従
業
員
数
が
２
０
０
人
（
商
業
、

サ
ー
ビ
ス
業
は
30
人
）以
下
の
法
人・

個
人
で
あ
る

▼
内
容
…
利
子
補
給
期
間
は
最
初
の

利
子
支
払
い
月
か
ら
60
カ
月
以
内

で
、
年
間
２
分
の
１
以
内
、
元
金
残

高
の
３
％
を
限
度
と
し
ま
す
。

※
毎
年
１
月
末
ま
で
に
前
年
１
年
分

を
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

商
工
観
光
課
（
☎
�
０
２
２
９
）

　
岡
山
弁
護
士
会
は
、
弁
護
士
に
よ

る
無
料
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時
…
平
成
25
年
１
月
11
日
㈮

午
後
１
時
～
午
後
８
時（
相
談
受
付
）

▼
会
場
…
文
化
交
流
館

▼
相
談
内
容
…
法
律
問
題
全
般

▼
相
談
時
間
…
30
分
以
内

▼
相
談
料
…
無
料

▼
予
約
…
不
要

岡
山
弁
護
士
会
（
☎
０
８
６
―
２

２
３
―
４
４
０
１
）

 

弁
護
士
無
料
相
談
会

ご
相
談
く
だ
さ
い

 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
通
信
制
高
等
学
校

平
成
25
年
度
生
徒
募
集

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
で
は
、
通
信
制
の
高

等
学
校
普
通
科
の
生
徒
、
お
よ
び
生

涯
学
習
通
信
講
座
の
受
講
者
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
、
無
料
の
案

内
書
を
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

▼
募
集
内
容
…
平
成
25
年
度
高
等
学

校
普
通
科
（
３
年
制
）
生
徒
お
よ
び

生
涯
学
習
通
信
講
座
受
講
者

▼
出
願
期
間
…
①
高
等
学
校
普
通
科

推
薦
入
試
…
平
成
25
年
１
月
18
日
㈮

～
24
日
㈭
②
高
等
学
校
普
通
科
一
般

入
試
…
平
成
25
年
１
月
25
日
㈮
～
４

月
30
日
㈫
③
生
涯
学
習
通
信
講
座
…

通
年
申
し
込
み
受
け
付
け

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
（
☎
０
４
２
―
５
７

２
―
３
１
５
１
）、
案
内
書
請
求
フ

リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
（
☎
０
１
２
０
―
０

６
―
８
８
８
１
）

 高梁市文化講演会 太田光代トークショー

　　「～大切な人を輝かせる～
　　　　　　太田光代流”爆笑”マネジメント術」

日　　時：平成25年３月２日㈯
　　　　　午後２時開演（午後１時30分開場）
入 場 料：1,000円（全席自由：前売券発売中）

 市民ギャラリー 各種展覧会のご案内
開催場所�：一階多目的展示室（この展覧会のみ

ご覧の方は無料です。喫茶よりお入りく
ださい。）

開催内容：下記のとおり
 

展　覧　会　名 会　　期
吹屋ベンガラ焼 ｢炎の会｣ 作陶展 　 平成25年2月10日㈰～2月21日㈭ 
習字グループ作品展 平成25年3月  3日㈰～3月14日㈭
ふしぎな花倶楽部押し花教室作品展 平成25年3月17日㈰～3月28日㈭ 

※平成25年1月14日㈪と2月11日㈪は開館します。

情報コーナー

～署名へのご協力をお願いします～
　ＮＨＫ大河ドラマで「山田方谷」を！ 　　　 秘書課（☎�０２０２）

　「雲中の飛龍 山田方谷」ＮＨＫ大河ドラマ放映実現を求める全国
１００万人署名運動実行委員会は、平成２７年（２０１５年）を目標に、
ＮＨＫ大河ドラマ放映の実現を目指し、全国１００万人署名運動を行っ
ています。
　ドラマ化によって、山田方谷の改革理念とその手法を学び、夢と志
をもってあらゆる困難に対処する機運が高まることを願います。
　郷土の偉人、山田方谷の事績を広く全国に発信するために皆さんの
ご協力をよろしくお願いします。

※署名用紙は、秘書課、各地域局、各地域市民センターへ備えています。

山 田 方 谷【1805（文化２年）～1877（明治 10年）】
　幕末における陽明学者であり、教育者、政治家、そして財政破綻
に陥った備中松山藩（現在の高梁市等）を見事に立て直した希代の
藩政改革者、さらには徳川慶喜の江戸幕府重臣を務めた藩主板倉勝
静の顧問役として天下に名をはせていました。

平成２７年（２０１５年）
「雲中の飛龍  山田方谷」ＮＨＫ大河ドラマ化を目指して


